



































































































































































































　租誤券題は、田 1 畝（240歩）に対して10歩に 1 斗の割合で税率をかけると 2 石 4 斗（24斗）
になる。ところが、その租高を 2 石 5 斗（25斗）と間違えて「券」した。そこで、「10歩に
1 歩」の税率を「何歩に 1 斗」にすれば25斗となるかを問うもの。計算は、240歩÷ｘ歩






と租は 3 斗となる。ところが、その租高を 3 斗 1 升と間違えて「券」した。そこで、「 8
歩で 1 斗」の割合を「何歩で 1 斗」にすれば 3 斗 1 升になるかを問うもの。この算題では、
「 3 斗 1 升」と「升」の位があるので、24歩÷ 3 斗 1 升の計算を、まず「 3 斗 1 升」を31
升に直し、さらに24歩には10を掛け、24歩×10÷34の形に変え、答え（ 7 23―37歩）を求める
のである。














この算題の設問は、税田が24歩で、税率が 6 歩で 1 斗だから、本来なら租が 4 斗であるの
に、 5 斗 1 升と「券」してしまった。では、 5 斗 1 升にするには、何歩で 1 斗にすればよ
いか、というものである。
　その計算法。法については、「其の券する所の租の数を以て法と為す」とある。これは、
以下のことを意味する。「 5 斗 1 升」では斗と升という二つの単位があるので除数にはで
きない。即ち、上に引いた『算数書』誤券題の「其券有升者、直（置）與田步數以爲實。
而以券之升爲一、以斗爲十、幷爲法」の「其券有升者」（その券に升がある場合）に該当























































て税田はその 1―10の240歩である。税率は 3 歩で 1 斗だから、租は240÷3＝80斗（ 8 石）と
なる。
　今それを 5 斗多く券してしまった（即ち 8 石 5 斗と刻んでしまった）。この誤刻への対
応を、この本題では、「田を益さんと欲す」、即ち税田の広さを益すことで対応しようとする。
　本題では、 3 歩で 1 斗の税率はそのままにするのである。その計算は、「以八石五斗爲
八百…」とあることより、 8 石 5 斗を850升としていることがわかる。（なぜ85斗とせず、
このように850升としたのか不明）。今與田が10畝で 8 石の租高だったので、税率は変えな
いのであるから、





























の廣で割って縦の長さを求めるのであるが、例えば、廣が 1 + 1―2 の場合は、廣と田の面積
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6 、「岳麓書院秦簡《數》“営軍之述（術）”算題解」（簡帛網、2010年 8 月）。
7 、白川静の「和」字への言及は氏の様々な著書でなされているが、『説文新義』巻二（1969
年10月、五典書院）に載るものが比較的古い。
8 、『岳麓書院蔵秦簡《數》研究』（2015年 5 月、中国社会科学出版社）頁60。
9 、誤券題は、「誤券」した場合を 3 つに分けている。①誤券に「升」がない場合　②誤
券に「斗」がある場合　③誤券に「升」がある場合の 3 通りである。
10、注 5 所掲書　頁69。
11、湖南省文物考古研究所編著、2012年、文物出版社。
12、後述する（一一）簡や、（四○）簡の「禾輿（與）田十一畝、［兌］（稅）二百六十四歩」
などからも、與田と税田が10：１の関係にあることが確認できる。
13、『大阪産業大学論集』人文・社会科学編　18号、2013年 6 月。
14、注13所掲の大川・籾山・張論文参照。
15、漢代の刻歯形については、籾山明「刻歯簡牘初探－漢簡形態論のために－」（『木簡研
究』第17号、1995年）参照。
16、少広題における田の面積は１畝が基である。それは、『算数書』少広題には答えを出
した後、「有（又）曰、復之、即以廣乗従（縦）、令復爲二百卌（四十）歩、田一畝」と
検算を行っている記述があるが、そこでも「田一畝」と最後は１畝に戻していること
からも知られる。
17、（一八七）簡は方亭（正四角錐台）の体積を求める算題であるが、実は未解読簡である。
簡文に「乘方亭朮（術）曰、上方耤之下各自乘也。而幷之、令上方有（又）相乘也。以
高乘之、六成一」とあることから、「乗方亭術」とは、「 1―6｛上方
2＋下方2＋（上方＋下方）2｝
17
岳麓書院蔵『数』における文字と用語（大川俊隆）
×高」という計算を表しているものと推測されるが、それと簡文がどうしても合致し
ない。呉朝陽は、「岳麓秦簡《數》之“乗方亭術”」（簡帛網、2013年 1 月30日）で、
この簡文の「耤」を「借」と解し、「借算」だとして、強引にこの簡文を解こうとする。
「借算」が秦代に存していたか否かの証明もしない無理な行論をおこなっている。「上
方耤之」とは、　（一九一）簡の乘圓亭之術「下周耤之、上周耤之、各自乘也」と同じ
句作りであると解する方がより自然である。よって、今はこの算題自体は存疑とする
が、「耤」は「おく」としておく。
18、［1］では、（四二）簡と（四三）簡を綴合するが、何らの根拠も示していない。我々は
両簡を別題として扱う。
